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※リアルタイム字幕配信の字幕情報であるため、誤字・脱字等がある可能性があります。 

 

令和 7 年 2 月 5 日(水)会見 

 

司会／それでは 2月 5日の知事会見を始めます。冒頭知事から発言があります。 

 

知事／それでは会見を始めます。きょう、私からは、午前中の部局長会議の議題等を中心にご説明をして

いきたいと思います。まずその前に、先月 22日、JR長野駅前で無差別連続殺傷事件が発生しました。お

亡くなりになられた男性のご冥福を心からお祈り申し上げるとともに、ご遺族、関係者の皆さまに謹んで

お悔やみを申し上げます。また、けがをされたお二方の一日も早いご回復をお祈り申し上げ、心からお見

舞いを申し上げます。 

 警察には、事件の動機・背景、こうしたものも含めて真相究明していただきたいと思っていますが、こ

の後にご説明する新年度予算案の中におきましても、防犯意識の向上、あるいは犯罪が起こりにくい環境

づくり、犯罪被害者等の支援、こうしたことに対する取り組みを県としても警察とも連携して、しっかり

進めていきたいと思っています。 

 そういう中で、まず、予算案についてお話を申し上げたいと思います。 

 令和 7 年度当初予算案については、当初予算編成方針に基づいて、現下の状況をしっかり踏まえると

ともに、長野県のこれからの未来を見据えて予算編成を行ったところです。当初予算の規模は、1兆 118

億 5725 万円余で、前年度に比べて 127 億円余の増加という状況です。 

 県としては、今、国全体では地方創生 2.0 ということで、石破総理も率先して地方に目を向けた取り組

みを進めていただくようになっています。当初予算は、信州の未来を創生する予算、いわば信州未来創生

予算という思いで編成をしたところです。 

 県としては大きく三つの観点がありますけれども、一つは希望の種をまいていこうということで、未来

の長野県をつくるために、新しい視点で取り組んでいきたいと思っています。例えば、今回宿泊税の導入

の条例案等も出しますけれども、観光MaaS の検討をはじめとして、観光振興にこれまで以上に力を入れ

ていく助走の段階の予算だと考えていますし、また、人口がどんどん減少する中で、産業の労働生産性の

向上であったり、規模拡大、特に協業であったり、M&Aであったり、こうした部分に力を入れて取り組

んでいきたいと思っています。 

 加えて、県土のグランドデザインの検討ということで、今まで広い長野県、10 の広域圏ごとにいろい

ろな地域特性を意識しながら、さまざまな施策を講じてきたところではありますけれども、しかしなが

ら、単純な 10 広域ごとの県土政策では、今の時代には適合しない、また、未来の長野県を考えたときに

は、こうした枠組みだけで物事を考えていくわけにはいかないと思っています。 

 そういう意味で、さまざまな施設の立地の適正化であったり、分散的な住まい方から、できるだけ集ま

って住んでもらう住まい方への転換であったり、あるいは長野県は災害リスクの高い地域もたくさんあ

ります。そうした地域における安全・安心のための防災対策ということももちろん重要ですが、そうした

地域にこれから未来に向けても今まで通りの対応をしていくのかということも含めて、県土政策をしっ

かり考えていきたいと思っています。 

 それから、二つ目はこれまでまいてきた種が少しずつ芽を出しつつあります。こうした芽を育てていき
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たい、育んでいきたいと思っています。例えば、子ども支援、子育て家庭支援、これまでも子ども医療費

の拡充であったり、保育料助成であったり、こうしたことに取り組んできました。さらにそれに加えて、

県立の高等教育機関の授業料等の無償の範囲を拡大させていきます。引き続き、子ども・子育て支援につ

いてはしっかりと目を向けて、市町村と共に支援を行っていきたいと思っています。 

 それから、特に今回教育についてはかなり重点的に予算配分をしました。学び円卓会議で多くの皆さ

まとこれからの学びの在り方について検討をしてきました。そうしたものも踏まえて、学びの「新しい当

たり前」を創っていこうということで、取り組んでいきます。 

 例えば、学校改革は学校改革支援センターを作って、「TOCO-TON（トコトン）」、各市町村の子ども

たちの主体性を育む教育を県としてもしっかり応援をしていきますし、また各高等学校の特色化も進め

ます。高校生たちが自分たちでやりたい特色化の取り組みも、県として予算上もしっかりと応援をしてい

きたいと思っています。 

 また、学校の先生の処遇の改善、僻地手当、あるいは準ずる手当の引き上げにも、これまで長らくいろ

いろな地域の皆さまからもご要請をいただきましたけれども、今回特に準ずる手当については、他の県

以上に手厚い対応をしていこうとしています。 

 それから、もう一点は、未来に向けてのパラダイムシフトということで、これは昨年 1年間ずっと県民

の皆さまと対話を行いました。ジェンダーギャップを解消する、あるいは若者の活躍の場を広げていく、

さらには多文化共生社会の施策を充実させるとともに、これから未来に向けての外国人政策の在り方に

ついても考えていきたいと思っています。 

 交通分野については、何度も申し上げているように社会的共通資本的な視点に立って、行政の関与、財

政負担を増やしていきたいと思っています。 

 こうした希望の種をまき、出てきている芽を育み、さらには未来に向けてパラダイムシフトを行ってい

くと、そういう思いを込めて今回の予算を編成したところです。 

 今年は、戦後 80 年ということで、先日も沖縄を訪問し、信濃の塔の前で長野県関係戦没者の皆さまに

追悼の言葉を申し述べてきたところですが、改めて平和の尊さをしっかり胸に刻みながら、80 年間、我

が国は非常に発展をしてきました。しかしながら、さまざまな問題や課題も出てきています。戦後、今の

日本国憲法の下でさまざまな社会の仕組みがつくられ、まさに今の地方自治制度も戦後地方自治法がで

きて今のような形になっていますけれども、こうしたものがいろいろな意味で転換を求められてきてい

るのではないかと思っています。 

 そういう意味では、今の総合計画、大変革への挑戦と位置付けていますので、大切にするべきもの、自

然環境や人の温かなつながり、こうしたものは大切にしながらも、新しい時代をつくっていくことができ

るように、予算も含めて引き続き県としてしっかり取り組んでいきたいと思っています。ぜひ、県議会に

おいて十分ご議論いただいた上でご議決いただけるように取り組みたいと考えています。 

 それから条例案についてですけれども、今回新設条例としては、宿泊税条例が非常に県として長い間の

検討を費やしてきた条例です。これについてはまた後ほどご説明しますが、その他新設条例については、

児童福祉法の一部改正に伴う「「一時保護施設の設備及び運営の基準に関する条例」を制定していきたいと

思っています。これは、従来一時保護施設の基準については、児童養護施設の基準を準用していましたが、

子どもの権利擁護、あるいは個別的なケアを推進し、手厚い対応を行うため、一時保護施設の設備及び運

営に関する基準を新たに定めようというものです。 
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 また、一部改正条例案については、特別支援学校設置条例の一部を改正する条例案、これは特別支援教

育の一層の理解促進を図るため、令和 8 年 4 月から養護学校の名称を支援学校に改めようというもので

す。 

 この条例案・予算案の詳細については、きょうすべてご質問にお答えする時間がなかなかないと思いま

すので、後ほど担当部局に取材いただければと思っています。 

 続いて、宿泊税の制度案についてです。午前中の部局長会議で、条例案とともに決定しましたが、昨年

9月に観光振興税骨子をお示しをして以来、宿泊事業者をはじめ多くの皆さまと意見交換をしたり、パブ

リックコメントを行い、検討を行いました。 

 できる限りいろいろなご要請も受け止めようということで、真摯「（しんし）に検討を行ってきたところ

です。最終的には、皆さまのお手元にある部局長会議の資料でお配りしている形で条例化をして、県議会

に提出をしたいと思っています。 

 大きなポイントは、税率と免税点だと思います。県の当初の提案としては定額の 300 円でご提案をして

います。そうした中で、県旅館ホテル組合会の皆さまからも、観光産業、特に宿泊産業はコロナ禍からの

回復途中であるということ、あるいは物価高騰の局面であるということに配慮してもらいたいといった

ようなご意見もあり、そうした声を踏まえて、制度開始後 3 年間、経過措置として、税額を 200 円とし

たいと、本則税率は 300 円、導入から 3年間は 200 円にしたいと思っています。 

 また、免税点については、低価格の宿泊施設を中心に、配慮してもらいたいという声も多かったことも

ありますので、県内宿泊施設の状況等も踏まえ、また他県の状況等も踏まえて、6000 円と、当初は 3000

円ということにしていましたが、6000 円にしたいと思っています。 

 また宿泊施設の皆さまからは、特別徴収義務者の負担の軽減もかなりご意見を頂きましたので、報償

金については 5 年間、基本の報償金にやや上乗せをすることに加えて、システムの改修支援を行います。 

 また、制度導入に向けては、しっかりと長野県で宿泊される皆さまに宿泊税の導入をお伝え、広報して

いかなければいけませんので、広報経費についても今回当初予算に計上したところです。 

 条例の施行日は、令和 8年 6月 1日という予定で考えています。これはお客さまの繁忙期に、途中で、

税負担が加わることになると、なかなか現場での対応が難しくなる可能性もあることなどを配慮をし、

比較的本県の観光の閑散期である 6月 1日からの施行ということにしたいと思っています。 

 まずはこうした内容を県議会の皆さまにご理解いただけるようにしていきたいと思いますし、引き続

き宿泊施設をはじめ関係の皆さまのご理解を頂きながら、長野県が観光県として発展していく上で、大変

重要な税源ですので、多くの皆さま方のご理解をしっかり頂く中で、進めていきたいと思っています。 

 それから、これも部局長会議の報告事項ですが、信州未来共創戦略に基づく県のアクション案という

ことで、長野県としても、未来の NAGANO 創造県民会議、人口減少に対応していく県民会議のメンバ

ーでもありますので、他のメンバーの皆さまにも自ら取り組むアクションを作ってくださいということ

でお願いされていますので、県も県民会議の一員として主体的に関わっていく観点で、今回アクションを

作成したところです。これは予算が関係するものも含まれていますので、当初予算が確定すれば県のアク

ションとして正式に決定していく予定です。 

 内容については、お目通しいただければと思いますが、県の政策として実行していくもの、それから県

が組織として率先垂範していこうとしているもの、両面あります。引き続き県民会議には、私もいろいろ

な場面で県民会議の参加を呼び掛けていますけれども、多くの皆さまに集っていただき、問題意識と方向
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性を共有しながら、人口減少下においても活力のある長野県を目指して取り組みを進めていきたい、県民

の皆さまと一緒に進めていきたいと思っています。 

 それから組織改正ですけれども、ご覧いただければ大体お分かりいただけるかと思いますが、まず、ゼ

ロカーボンの取り組みを加速化させようということで、ゼロカーボン推進室をゼロカーボン推進課とい

うことで強化します。 

 また、令和 10年には国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会が開催予定ですので、そのための準

備を本格化していくための国スポ・全障スポ大会局を新たに設置します。 

 現地機関については長野県消費生活センター、今ある 4 カ所の消費生活センターを集約して 1 カ所に

していきたいと思いますが、1カ所にして機能を高めると、縮小をするというよりは、機能をより充実し

て、専門性の高いセンターにしていきたいと考えています。 

 一応部局長会議のテーマについては以上です。 

 それから本日ガソリンの価格調整について一部報道をされていますので、この部分についても言及を

したいと思います。これはまだ私も報道を見て、こうしたことを可能性として把握をした段階ですけれど

も、仮にこうしたことが事実として行われているとすれば、極めて重大な問題だと受け止めています。 

 これまで、県としても補正予算で、ガソリン価格が高騰していることを踏まえて低所得の皆さまに対す

る支援を行ってきていますし、また、関係者の皆さまと意見交換する中で、ガソリン価格の問題、何が要

因となっているのか、どのように対応すればいいのかということを検討していこうと準備を進めてきた

ところです。そういう観点で県民の皆さまにとっても非常に大きな関心事ですし、県としてもこの問題に

はしっかり向き合ってきたところです。 

 県としては、まずは事実関係を石油商業組合の皆さまに確認をしていきたいと思っています。事実関係

を把握して、確認してもらった上で、県にもしっかり報告してもらいたいと考えています。きょう、あす

中ぐらいには、県としての考え方を組合の皆さまにお伝えしたいと思っていますが、ガソリン価格の問題

については、他方で市場価格の問題、それからもう一つ中山間地域小規模事業者の、こちらはどちらかと

いうと価格の問題もありますが、もう一方で持続可能性といった問題もあります。こうした問題意識をし

っかり持ちながら、県としての必要な対応を考えていかなければいけないと思っています。まずはこの事

実関係の確認をしっかり行った上で取り組んでいきたいと思っています。 

 私からは以上です。よろしくお願いします。 

 

司会／それではご質問お受けいたします。ご質問のある方、社名とお名前をおっしゃってからお願いしま

す。 

 では、どうぞ。廊下側一番前の方お願いします。 

 

記者／市民タイムスの萩原です。よろしくお願いします。予算の関係で伺います。予算に込めた思いは今

いろいろ伺ったので、思いの詰まった予算だと思うんですが、1兆円を超えるのが 2年ぶりで、予算規模

が膨らんだ背景と、財源不足もある中、やりくりで工夫した点、苦労した点等ありましたらお伺いします。 

 

知事／そうですね。当初予算の姿をご覧いただくと、例えば、人件費であったり、公債費であったり、ほ

ぼ横ばい、あるいはマイナスという状況です。その一方で投資的経費が非常に大きくなっていますが、一
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般的な公共事業だけではなくて、高校再編であったり、特別支援学校の整備であったり、あるいは防災行

政無線の整備であったり、こうした当面やらなければいけない施設整備に、かなり来年度は予算を振り

向けざるを得ないという実情です。 

 その一方で、県としては、県債残高がどうなるか、あるいは実質公債費比率がどうなるかというところ

は、常に留意しながら予算編成を行っています。私が就任してから県債残高については着実に減少、特に

臨時財政対策債で一時期増加していた時期もありますが、いわゆる通常債です。公共事業等に充てる交付

税が足りないから臨時財政対策債で対応してという以外の通常債残高については、基本的には縮小基調

で取り組んできています。 

 ただ、いわゆる防災・減災国土強靱化予算の関係、5 カ年加速化対策ということで今進めていますが、

その部分については通常の事業に比べると財政的に有利なので、そこについて今、通常債に加えて、5カ

年加速化の部分については、増えてもしっかりと安全・安心のためにやろうということで取り組んでいま

す。 

 ただ、例えば、私が知事に就任した時の通常債残高が、平成 22 年度末で 1 兆 1931 億円ですが、令和

6 年末の見通しで 1兆 93 億円、7年末の見通しで 1兆 284 億円ということで、当時に比べると減少させ

てきている状況です。 

 また、実質公債費比率についても令和 6 年の見込みで 9.5 パーセントで、令和 4 年、令和 5 年の決算

で 9.7 パーセント、9．4 パーセントということですので、ほぼ横ばいという状況ですので、そういう意

味では財政の持続可能性についても配慮しながら、予算編成をしたところです。 

 

記者／ありがとうございます。もう一点、今伺った県債は借金は着実に減っていてあれですけれども、中

期財政試算を見させていただくと、基金残高が令和 11 年で 14 億になってしまうというのを見て、これ

はと思ったんですが、そこら辺、中長期で見た場合のこれからの予算の編成の考え方というか、その辺も

お伺いできればと思います。 

 

知事／そうですね。中期財政試算はいつも基金残高は厳しめに出ている状況ですが、振り返った時の基

金残高をご覧いただくと、大体 500 億円程度の基金残高はこれまでも維持してきています。毎年毎年県と

して取り組まなければいけないことが新たに出てきたり、あるいは必要性が少なくなったり、さらに国の

制度改正とか、政策で取り組むことも出てきたりしますので、中期の財政試算は、あくまで参考指標だと

思っています。 

 要は、必ずしも楽観はできないわけですが、しかしながら毎年度の予算編成の中ではこうした財源不

足をなるべく少なくするように編成に心掛けてきていますので、これからもそうしたスタンスで予算編

成していきますし、もう一つ、やはり年度途中の執行段階においても、税源の確保も含めて、財政がより

健全な形になるように取り組んでいきたいと思っています。 

 

司会／他にございますか。では真ん中の一番真ん中の辺の方お願いします。 

 

記者／読売新聞の桜井と申します。よろしくお願いします。私も当初予算の関係で 1点お伺いさせてくだ

さい。全体で人口減少対策についても問題解決に向けて予算編成ですとか、事業を行っていると印象を受
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けたんですが、改めまして、来年度に向けての人口減少問題に対する特に力を入れていきたい点と、知事

の人口減少に対する課題認識について改めてお願いいたします。 

 

知事／人口減少問題については昨年 1年間ずっと、先ほど申し上げた対話をしてきました。そうした中で

とかく行政は少子化対策、少子化対策って言いたくなりがちですが、私は、ここしばらく、ほとんど少子

化対策ということは言っていません。なぜならば、いわゆる狭義の少子化対策では人口減少問題には対応

しきれないと考えているからです。 

 というのも、例えば、出生率が今急に上がっても人口が減り続けるのは確実です。若い世代の人口が日

本国内で減ってしまっていますので、そういうことを考えると、即物的な少子化対策というよりは、むし

ろ今回の予算でもかなり強めに打ち出していますが、若者とか、女性とか、そうした皆さまにとって暮ら

しやすい地域社会をどうつくっていくかということが極めて重要だと思っています。 

 そういう意味では若者の活躍であったり、あるいはジェンダー平等、格差の是正であったり、こうした

ことに取り組むことと併せて、魅力的なまちづくりの推進も含めた県土のグランドデザインの策定、こう

したことにもしっかり取り組んでいくことが重要だと考えています。 

 そういう意味では、少し人口問題の中でも、先ほど申し上げた子ども支援、子育て家庭支援ということ

は引き続き充実させていきますが、単にそうした側面にとどまらず、やはり長野県全体が、女性・若者に

とって暮らしやすい地域にしていくこと、それからもう一つは、人口減少の中で産業の活力を維持してい

くための人材の確保と、それから生産性の向上、ここに重点を置いて予算の編成をしたところです。 

 

記者／補足でお伺いしたいんですけれど、現状昨年 2 月に県人口が 200 万人を下回りまして、現状でも

減少が続いていることに対する知事としての危機感のようなものというのは、何かご所感を頂けますで

しょうか。 

 

知事／毎年人口が 1 万数千人規模で減少していくという状況を、県はもうかなり各部局を挙げて深く認

識をしていますので、そこにしっかりと対応していかなければいけないと思います。その一方で、この問

題は長野県行政だけでは対応できないことがたくさんありますので、先ほどの未来の NAGANO 創造県

民会議、県民会議の場なども通じて、広く多くの県民の皆さまと問題意識と取り組みの方向性を共有し

ながら、人口減少下にあっても活力が維持される、そうした長野県をつくっていきたいと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。 

 

司会／他にございますか。では、窓側前から 3番目の方お願いします。 

 

記者／信濃毎日新聞の井出と申します。私も予算について伺います。特に財源について伺いたいんですけ

れども、県はこれまでも子ども・子育て対策というのを充実させていますけれども、例えば東京都なんか

は未満児の第 1 子からの保育料無償化だったり、無痛分娩の補助なんか、長野県を上回るような規模で

進めています。人口だったり企業が集積する大都市と、長野県のような地方では税収格差が広がりすぎて

いて、施策の実行力にだいぶ差がついているというような印象を受けます。県が知恵を絞って施策を打っ
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ていくことは大切だとは思うんですが、その自治体の努力ではちょっといかんともしがたいところはあ

るというのも事実だと思います。これについての知事の認識と、こういった過度な税収だったり財源の偏

在是正について、全国知事会なりで国への働き掛け、是正についての国への働き掛けを強めていく、そん

なお考えはありますでしょうか。 

 

知事／私は国民運動本部長として、先の総選挙の際も各党の政調会長の所を回って、知事会としての要請

をしましたが、例えば子どもに関する政策みたいに、基本的に既にナショナルミニマムとして行うべきよ

うな政策は国においてしっかり行ってもらいたいという要請は、知事会としてもしているところです。 

 一方で、とはいえ今ご指摘あったように、東京都の取り組みと、他の都道府県の取り組みは相当金額的

には差が大きくなっているという実情もあると思います。これは東京都が熱心に取り組まれているという

側面も決してなくはないと思いますが、とはいえ、県がいくら努力をしてもできないほどの財政力がある。

東京都だけは都道府県の中で交付税不交付団体になっていますから、今、税収の増加局面ですから、どう

しても税収が増えると基準財政収入額が増えて、いわゆる交付税は、その分抑制されるというのが地方交

付税制度の中にインプットされています。 

 そういう意味では、県は税収が増えた分をそのまま一般財源が増えたということで活用できませんが、

東京都の場合は不交付団体ですから、そうしたいわゆる財政調整がある意味、働いてるというか、概念的

には中に入っていますけれども、超越してしまってるので働かないという形になっていますので、税収増

加局面においては著しく一般財源が増えるというのは、制度的には当然のことだと思います。 

 そうした状況は、このままで本当にいいのかということについては、今、地方創生も国レベルでも議論

されているわけですので、やはり国においてもしっかり議論してもらいたいと思いますし、県としても、

知事会としても、問題意識を持って取り組んでいかなければいけない課題だと思っています。 

 

司会／他にございますか。では廊下側前から 2番目の方お願いします。 

 

記者／朝日新聞の高木といいます。2 点お伺いします。1 点目はガソリン価格についての話題ですが、き

ょうあす中にも県の考え方を組合にお伝えになるというようなお話がありましたけれども、これは組合

の内部での調査を求める、そういった内容になるんでしょうか。他に例えば事業者への支援に影響が出

るとかそういったことも含めてになりますでしょうか。 

 

知事／ごめんなさい。 

 

記者／事業者への支援の停止ですとかそういったことも含めて、視野に入れて検討されるんでしょうか。 

 

知事／事業者への支援の停止？ まずは、まだ先ほど冒頭申し上げたように、一部の報道機関で報道され

たという段階で、県としてはまだ事実確認等できていませんので、まずは事実関係をしっかり確認をしな

ければいけないと思っています。そういう意味では、石油商業組合の皆さまとは、これまでもさまざまな

場面で意見交換していますので、今回の報道を受けて、どういう実態・実情なのか、事実関係をまずはし

っかり報告をしてもらいたいと思っています。 
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記者／ありがとうございます。もう 1点お願いします。予算の関係で当初予算とともにお示しになった中

期財政試算ですが、財政試算を見ますと、歳出が歳入を上回る状況が 150 億円規模で、それ以上の規模

で毎年度続くという試算になっています。この財源不足ということに関してのお考え、年度内の調整もあ

るということでしたけれども、今後高齢化ですとか、社会保障費の増大、そういったことですとか、高校

再編なんかも見込まれる中でのこの財政への認識について改めてお伺いできますでしょうか。 

 

知事／これは、厳しい状況には変わりないと思います。先ほど東京都の話が出たので、余計厳しさはある

と相当危機感を持っていますけれども、お話にあったように、これから例えば、今回の中期財政試算の中

でも、例えば、県として抑制すべきところはしっかり抑制していかなければいけないと思っています。 

 ただ一方で、例えばそこにある社会保障関係費のように、これは抑制をすると県民の皆さまへのサー

ビスが減ってしまう話ですので、県民の皆さまの暮らしを支えるような予算については、これからもしっ

かり確保していかなければいけないと思っています。 

 そうしたことを考えるとやはり財政構造の在り方自体、問題意識を持って見直していかなければいけ

ないと思いますし、先ほど例えば県土のグランドデザインという話も申し上げましたけれども、例えば、

インフラの維持管理も、これから例えば将来に向けてネットワーク型のインフラを維持するコストは相

当かかると思います。そうしたものをこれからも同じような形で維持していくのか、それともやはりそう

したインフラ維持にかけられるお金の限界を認識した上で、地域社会の在り方、まちづくりの在り方を

変えていくのかと考えたときには、私は後者でなければいけないと。要するに今までのままでは多分財政

的な持続可能性がなくなってしまいますので、そういう意味で、県土のグランドデザインも策定をしてい

きたいと思っています。そういう意味で、考え方とか、発想も変えながら財政の持続可能性が高まるよう

に取り組んでいきたいと思っています。 

 

司会／他にいかがでしょうか。では、窓側の前から 2番目の方、お願いします。 

 

記者／信濃毎日新聞のハマダと申します。言及いただいたガソリンの価格調整疑いの関連で二つほど伺

わせてください。先ほど組合にきょうあすにも県としての意見を伝えるというお話がありましたが、これ

は知事が組合の誰かに会って伝えるというそういうことになるんでしょうか。 

 

知事／まだ決まっていないです。決まっていないというのは、私の日程も詰まっていますし、相手方のご

都合もあると思いますので、そこはまだ決めていませんが、何らかの形では県の考え方を伝えたいと思

っています。 

 

記者／ありがとうございます。すみません、もう 1 点、組合への事実確認を行うという話もありました

が、いつまでに何を調べてもらって、また、どのような報告を求めるものでしょうか。あと、すみません、

その報告を求める根拠となる権限が県にあるのかというところも併せて伺えればと思います。 

 

知事／厳しい質問をしますね。県としての権限というか、先ほど申し上げたように、ガソリン価格の問題
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は、これまでも多くの県民の皆さまから、長野県にはいろんなご意見を頂いています。そしてそれを踏ま

えて、事業者団体である石油商業組合の皆さま、あるいは幅広い関係の皆さまと、ガソリン価格の問題に

ついて検討の場を設けて、どうしてこういう高い状況になっているのか、そしてどうすれば改善できるの

か、まさに検討をする場を作ろうと準備をしてきた段階ですので、そういう意味では個別の権限うんぬん

以前に、そうした信頼関係の下でしっかり対応を求めていきたいと思っています。 

 県としては、これまでも要因が何なのかということをいろんな角度から検討をしてきたわけですが、な

かなか具体的にこれだということが今まで見出してくることができませんでしたけれども、今回は、やは

り関係者の皆さまと、先ほど申し上げた今回の事実確認も含めてしっかり実情を把握した上で、県として

の取り組みも考えていきたいと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。事実確認というところでは、いつまでですとか具体的にどのようなことと

いうのは、今イメージあるものありますでしょうか。 

 

知事／まずお話をしてみないと分からないというのが正直なところで、例えば組合とか関係者の皆さま

がどういう認識でいらっしゃるのかということにもよりますし、県としては、先ほど申し上げたように、

なぜ、ずっと長野県のガソリン価格が全国で最も高い、あるいは最も高くなくてもかなり高い状況になっ

ているのかということを、しっかり解明していかなければいけないと思っていますので、まず、今回の報

道に対しての受け止めと、あるいは組合としてどう対処されようとしているのかということもよくお伺い

した上で、県としても対応していきたいと思っています。 

 

記者／承知しました。ありがとうございます。 

 

司会／他にいかがでしょうか。では、窓側その 2人後ろの方お願いします。 

 

記者／朝日新聞の小室と申します。今の信毎さまのガソリン価格の事前調整が報じられた件に関連して教

えてください。まず 1点、県としての報道があった後、現段階で組合側からいつどなたからどんな報告が

あったのかということを教えてください。 

 

知事／報告はこれから求めますので、きょうかあす中には、私か、あるいは誰かが、先方と直接話をして

県の考え方を伝えていきたいと思います。ただ、事務的にはやり取りはしてきていると思います。それは、

こういう報道が出てどうですかという話はしていると思いますが、県として正式に、県としての意思をこ

れからしっかり伝えなければいけないと思っています。 

 

記者／分かりました。関連ですが、今回報じられたケースについて実態把握する必要があるということ

ですが、これは今回報じられた個別のケースについてなのか、それとも長野県全体についてなのか。知

事、どんなふうにお考えになっているか教えてください。 

 

知事／まずは報道されている内容についての事実確認ですが、先ほど来申し上げているように、この問題
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は報道されるかされないかにかかわらず、県としてしっかり把握をしなければいけないテーマだと思って

いますので、そういう意味では狭い範囲で把握するというつもりは全くありません。 

 もっとちゃんと県として県民の皆さまに説明できるような形にしていかなければいけないと思ってい

ますし、原因が分からないと、例えば過疎地のガソリンスタンド等の話もしましたが、そうした地域は、

やはりしっかり支えなければいけないと思っています。支えなければいけないので、支えるためにも、や

はりどういう実情なのかということはしっかり把握することが必要だと思っています。 

 

記者／今のお話だと、これは広く業界の慣行として行われてきた可能性があると知事は認識はされてい

るんでしょうか。 

 

知事／それは全く分かりません。ただ繰り返しになりますが、この問題は、報道されなくても県として取

り組まなければいけない。ガソリン価格がなぜ高いのかというのは、県としてこれまでも取り組んできま

したし、これからまさに検討会を作って取り組もうとしてきた課題ですから、そういう意味では、決して

一部の問題だけが明らかになればいいということではなくて、長野県としてどうしてガソリン価格が高

いのかということについては、県としてはしっかり把握をできるように取り組んでいきたいと思ってい

ます。 

 

記者／確認ですが、今回の価格調整ということが、長野県全体のガソリン価格の高い状況、全国的に、こ

れとの関連性もあり得ると、知事はご認識されているんでしょうか。 

 

知事／それは分かりません。分かりませんというのは、もちろんこういう報道がされて事実確認するの

ですから、そうした可能性を全く排除しているわけではありません。しかしながら、確認もしないで責任

ある立場の私が、そうかもしれませんと、軽々に申し上げることはできませんということを申し上げてい

ます。 

 

記者／分かりました。1点目が長くなりました。2点目ですけれども、今回その報告というのは具体的に

どんなことについて報告を求められるのか、改めて知事のイメージがあれば教えてください。 

 

知事／まず先ほど申し上げたように、組合の皆さまも、報道で見る限りでは、やはり実態を把握したいと

お話をされているようですので、まず組合の皆さまの認識、考え方、そういうことをしっかり把握をした

いと思っています。その上で先ほど来申し上げているように、県としての支援も行う中でちゃんとガソリ

ン価格が抑制されるように取り組んでいく、国に対しても必要な要請をしていくということは、これまで

もこの場で申し上げてきましたので、そういうことを考えていくためには、こうした報道がされている中

で、やはり実態をしっかり把握していかなければいけないと思いますので、そのために必要なことについ

てはいろんなことがあると思いますが、組合側がどう考えるか、そして県として何を必要と考えるか、そ

ういったことを踏まえて要請したいと思っています。 

 

記者／ありがとうございました。 
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司会／他にございますか。では真ん中辺の、こちらで見て右側の方でお願いします。 

 

記者／すみません、読売新聞の岡本と申します。引き続いてガソリン価格の話になるのですが、1月、石

油商業組合と意見交換も行った中で、年度内にも協議会ないしは検討会といったものを設立して、ガソリ

ン価格の低減に向けた取り組みを進めていくという話があったと思います。ただ知事は、今もこの問題は

報道される前から県として取り組むべき問題とはおっしゃいましたが、その前提としては長野県の給油

所が抱える構造的「・環境的要因、やむにやまれぬ要因があって値段が上がってしまっていて、それに対し

て県として何かできないかということで支援を考えるというところがそもそもの前提だったと思います。

もしこの事案の事実関係のいかんによっては前提条件も崩れるのかなと思うんですが、今後協議会の開

催とかそういったものに与える影響について知事はどうお考えでしょう。 

 

知事／そうですね。変わらないところと変わるところ両方あると思います。もちろん、こうした報道され

ているようなことが事実であれば、まず事実関係をしっかり把握をした上での対応を考えていかなけれ

ばいけないと思いますが、その一方で、例えば先ほど申し上げた過疎地のガソリンスタンド、小規模なガ

ソリンスタンドをどう維持「・存続させるかみたいな話は、この問題の事実関係にかかわらず、やはり多分

やらなければいけない、この人口減少下の中では取り組まなければいけない課題だと思いますので、そ

ういう意味では県が取り組もうとしてきたもののうち変わらないものと、この状況次第では変わり得る

部分と両方あるんではないかなと思います。 

 

記者／年度内に協議会ないし検討会を立ち上げて、一緒に議論していくという部分については変わり得

るものか、変わらないものなのか、どっちになりますか。 

 

知事／県は基本的には変わらずに進めたい。変わらずにというのは、アジェンダ設定は変わるかもしれ

ない。要するに、そこで何を議論するかはもしかしたら変わるかもしれませんが、しかしながら県民の皆

さまの声は、ガソリン価格が高い状況を、なぜなのか、そしてどう改善してくれるのか、こうした問題意

識が多くの皆さまの声ですので、それにやはりしっかり応えていくことが必要だと思っています。 

 

記者／今回の問題が、協議会の議論の俎上に上がる可能性もあるということですか。 

 

知事／そうですね、私もきょうは報道に接したばかりなので、どう検討会に関係付けるかというのは、今

後ちゃんと考えなきゃいけないと思いますが、全く関係がないということはないと思います。ただその一

方で検討はしっかりしていかなければいけないと思っています。 

 

記者／分かりました。すみません、宿泊税のことで、きょうの条例案も公表されまして、知事も昨年 12

月の意見交換会の場でも、長野県が国内の名だたる観光地と肩を並べるためには、やはり一定程度の財

源が必要なんだということは強調されていた部分かと思います。今回いろいろな協議を重ねた上でこの

条例案になって、最初の 3 年間については想定税収 22 億円、その後は 33 億円ということで少なくとも
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県が 9 月に示してた骨子の段階からはかなり減額となるわけですけれど、税収が当初見込みより下がる

ことの受け止めと、あと少なくなった税収というのは、どのように重点配分していけば、世界水準の山岳

観光地に近付けるかというところのお考えをお伺いできればと思います。 

 

知事／そうですね、まず県として歳出面の観光振興を考えれば、もちろんの税収規模が多い方が、観光振

興に充てられる財源が多くなるのでその方が望ましいという基本的な思いで私はいました。しかしなが

ら、県民の皆さまと意見交換する中で、例えば合宿に対する配慮とか、あるいは市町村に対する交付金で

あるとか、そうしたことも、やはり税収確保ということだけではなくて、トータルで考えればやはり長野

県の観光振興にとっては必要だと思っています。合宿で来てもらった子どもたちは将来的なお客さまにな

ると思いますし、また、県で取り組む観光政策と市町村で取り組んでもらう観光政策があるので、そうい

う意味では県として使える財源が減ることが、全て観光政策にマイナスという側面だけではないと思っ

ています。 

 そういう意味で、いろんな協議とか意見交換を重ねる中で今回の税率に落ち着いたわけですが、しか

しながらご指摘にあったように、当初ご提案したものに比べると税収規模が下がっていますので、そうい

う意味では、それを前提にしながら、より使途については、やはり重点的にしていかなければいけないと

思います。県としては使途はまた関係の皆さまにも集まっていただいて決めていくので、あまり私が独断

でここで決めるわけにはいきませんが、少なくとも、今ご質問にもあったように、やはり重点的に使って

いかなければいけない、要するに、薄巻きにして、税負担しているのに観光でお越しいただく皆さまが、

他の観光地とあまり変わらないなと思われてしまうようでは、課税する意味が多分ないと。あるいは、む

しろ納税される方、あるいは特別徴収義務者となられる宿泊施設の皆さまの期待を裏切ってしまうこと

になると思いますので、そういう意味ではやはり確実に目に見える形で長野県の観光が変わったなと実

感いただけるような使い方にしていくことが重要だと思っています。 

 

記者／もう一問だけいいですか。 

 

司会／短めにお願いします。 

 

記者／冒頭で駅前の事件について言及ありました。新年度予算案の中でも県民文化部の予算の中で犯罪

被害者支援体制の充実であったりとか、人権政策審議会の開催といったようなものも盛り込まれていま

す。知事として思い描いている被害者支援の在り方であったり、より広範な人権擁護の施策についての在

り方というのをお聞かせください。 

 

知事／まず犯罪被害者支援について条例を策定して、今、多くの市町村でも条例策定されていますけれど

も、やはりワンストップでトータルで総合的に被害者の方の思いに寄り添うためには、こっちの支援は

あの人、こっちの支援はここに行ってくださいみたいなことだと、なかなか寄り添った対応にはなりませ

んので、そういう意味ではできるだけ一元的な対応を心掛けていくということも必要だと思いますし、

また犯罪が起こりにくいまちづくりというものについても、ぜひ、有識者の皆さまも交えて検討していき

たいと思います。 
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 今回、来年度に向けて警察官の定数も増員をしますので、安心・安全な長野県をどうつくるかというこ

とについては、警察をはじめ有識者の皆さまの意見も踏まえながら県としてしっかり対応していきたい

と思っています。 

 

司会／他にございますか。では、その隣の方お願いします。2回目になりますので、この方で最後にした

いと思います。お願いします。 

 

記者／たびたび申し訳ございません。読売新聞の桜井です。ガソリン価格についてお伺いしたいんですけ

れども、知事はきょうあす中に組合に対して県としての意見を求めるというお話をしています。ただ、こ

ちらの取材では組合側、全く事実無根だということで否定をしています。県の調査といいますか、申し入

れに対してどのような回答をするか、まだ未確定な部分あるとは思うんですが、仮に、その報道内容が事

実なのであれば、組合として自浄作用が効いていないということが考えられます。そのような組織が報告

する内容をどのように判断すればいいのかというのはかなり難しい点となってくると思います。 

 なので今後の報告次第だとは思うのですが、知事としては、組合側にどのようなレベルでの調査を求め

ていくのか、例えば組織内だけでは不十分であるのであれば第三者委員会というような、第三者が関与

するような形での調査も検討していきたいのか。その辺りのレベル感というか、知事のお考えをお願いい

たします。 

 

知事／まず、今のお話も私は直接お話ししてないので、組合の皆さまがどう受け止めて、今どう考えてい

らっしゃるのかを、まずちゃんと聞くことが最優先だと思っています。その上で、例えば組合に入ってい

らっしゃる事業者もあれば、入っていらっしゃらない事業者もありますので、例えば組合の皆さまとだけ

話していけばいいのかといえば、決してそうではないのではないかと思っています。 

 そもそも県の価格に対する問題意識を持って検討会を設置して進めようという際には、事業者の皆さ

まだけではなくて、市町村であったり、あるいは有識者の方であったり、そうした皆さまにも入っていた

だいて、問題を掘り下げていこうと思っていましたので、まずは組合の考え方、そして組合に事実関係を

しっかり報告してもらいたいと思っていますが、それだけで対応するということではもとよりありませ

んので、トータルで県としては必要なことについてはしっかり対応していきたいと思っています。 

 

記者／確認になるんですが、トータルでというのは、例えばその組合に所属されていない事業者の方の

実態ですとか、有識者の方など広くそのような方に話を聞いた上で、実態調査に、実態を解明していきた

いというお考えでよろしいでしょうか。 

 

知事／繰り返しになって申し訳ないですけれども、まずは組合の皆さまと話をした上で、どういうお話を

されるかは分かりませんので、私が先入観を持って接することができないので、まずはちゃんとお話を聞

かせていただきたいと。単にお話を聞くだけではなくて、この報道に対する受け止めであったり、あるい

は事実関係はどうなっているのかということもしっかり確認した上で報告してもらいたいと思っていま

すが、その一方で、先ほどより申し上げているように、ガソリン価格の問題は長野県として極めて重要な

問題ですので、組合の皆さまとの対応、話し合い、あるいは報告、これだけで終わらせるというものでは、
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もとよりないということは申し上げておきたいと思います。 

 

記者／分かりました。ありがとうございます。 

 

司会／それでは以上で知事会見を終了します。 

 

知事／どうもありがとうございました。 

 


